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はじめに


  現在、広葉樹林化や針広混交林化、長伐期化など、様々な森
林づくりが行われている 

  このような森林は、木材生産だけでなく、森林の機能向上や自
然とふれあい、多様な生物を育む場所としても期待されている 

  そこで、針葉樹人工林を抜き伐り（間伐）した後に侵入した広
葉樹を利用する、自然の力を使った広葉樹林化を促進する技
術開発の共同研究が行われている 
　　　　　　　※新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業 
　　　　　　　　　　　　「広葉樹林化のための更新予測および誘導技術の開発」




どのような場所で 
　　　　　広葉樹は侵入しやすいのでしょうか？


文献から・・・


①　スギ人工林内の広葉樹林出現は、隣接する広葉樹林からの
距離が遠ざかるにつれて、種類数・本数密度・多様度指数と
も減少する傾向がある（小谷2004）


　　　　つまり・・・　種子源となる広葉樹林からの距離


種子源となる広葉樹に近い場所ほど 
広葉樹が侵入する可能性が高い　




どのような場所で 
　　　　　広葉樹は侵入しやすいのでしょうか？


文献から・・・


②　針葉樹人工林において、以前の土地利用が採草地として利
用されていた場所は、薪炭林として利用されていた場所に比
べて森林性の木本種が欠けている（Ito et al.2004）


　　　　　　　　　つまり・・・　造林する前の土地の利用状況


　  採草地は共有地として各地に存在し、頻繁に利用さ
れ続けてきたため、元々あった樹木は減少・消失し
てしまった可能性が高い




◎種子源となる広葉樹林からの距離


◎過去の土地利用状況


これらから 

　　広葉樹が侵入しやすい場所を探そう！ 
↓ 

どうやって調べる？


地理情報システム（ＧＩＳ）を利用




地理情報システム（ＧＩＳ）とは・・・


Geographic Information System = GIS 
　　　　ジオグラフィック　　　インフォメーション　　　システム　　ジーアイエス


　パソコンを使って、様々な地図と、それに描かれたものの位置や
情報を扱うことのできるシステム 
　森林関係では、主に森林管理分野で利用


地図データ


森林の情報


入力 
出力 

新しい地図


ＧＩＳ


情報と地図の関連付け
 検索
 重ね合わせ


森林の
情報


保存 解析 

地図




今回の対象地


　県北部の耳川流域で実施


　　　・面積　１６万ha


　　　・森林率　　９０％


　　　・人工林率　６２％




手順①　種子源となる広葉樹林を探す


　・　森林ＧＩＳから天然広葉樹林を抜き出し、距離を計算


凡　　例


30m以下


30-100m


100m超


広葉樹林


距離の計算


天然広葉樹林の抜き出し


作成




手順②　過去の土地利用状況を調べる


　・　古い地図（旧版地図）から調べる 
明治35～36年測量の国土地理院発行５万分の１地形図から、地図記号により、広葉樹林、
針葉樹林、針広混交林、荒地（採草地や雑草地等）、市街地外　に区分


凡　　　例


広葉樹林 

針広混交林 

針葉樹林 

荒地 

市街地　外


旧版地図
 旧植生図


作成




手順③　広葉樹林化に適している場所を探す


　・　今回は、２つの条件の組み合わせで 
　　　　　　　広葉樹の侵入・定着に適しているかを決める


条件の組み合わせによる判定表を作成


種子源となる広葉樹からの距離図
 過去の土地利用図




条件の組み合わせによる広葉樹林化適地判定表


【暫定版】


区　　　　分
 過去の土地利用
 広葉樹からの距離


１
 広葉樹林化困難
 荒地
 ‐


２
 中間
 針葉樹林　外
 ‐


３


広葉樹林化可能

広葉樹林


針広混交林


100ｍ超


４
 30～100ｍ以下


５
 0～30ｍ


過去に広葉樹が 
存在していた可能性


種子供給の可能性


条件：悪


条件：良




判定結果図

【暫定版】（民有林のみ）


凡　　例


１ 
２ 
３ 
４ 
５




ＧＩＳで地図と重ねて、新しい地図の完成


今回は、国土地理院発行の２万５千分１地形図を使用


広葉樹林化に
適していると 
判定された 
場所が分かる




まとめ


  種子源となる広葉樹からの距離、過去の土地利用状況から、広葉樹の侵
入・定着しやすい条件により広葉樹林化適地を探し出し、地図を作成 
　　→現在、判定表の結果を基に現地調査による検証中。その結果を基に 
　　　 判定表を再検討する予定


  しかし、今回使用した旧版地図は縮尺が５万分の１であるため、狭い範囲の
状況を把握するには十分でない  
　　→林班や流域といった単位で区分けする方法を検討予定 
　　　　（事業実施地域の絞り込みやゾーニングでの利用に期待）


  広葉樹林化には、このほかにも様々な条件が影響すると考えられる 
　　→適地について詳細な調査を行うことで、より確実な判定が可能



